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内内
でで
もも
「「
声声
かか
けけ
」」「「
つつ
きき
まま
とと
いい
」」
発発
生生

大大
事事
にに
はは
至至
っっ
てて
なな
いい
がが
警警
戒戒
必必
要要

学学
校校
、、
警警
察察
、、
市市
なな
どど
がが
連連
携携
しし
てて

子子
どど
もも
のの
安安
全全
確確
保保
にに
取取
りり
組組
むむ

学
校
や
警
察
な
ど
と

情
報
の
共
有
・
発
信

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

通
学
路
点
検
、安
全
マ
ッ

プ
の
作
成
・
見
直
し

防
犯
教
室
や
不
審
者

か
ら
の
避
難
訓
練

市内の小学校で行われた防犯教室の様子

学
校
に
防
犯
具
で
あ
る

「
さ
す
ま
た
」を
配
布

市
の
公
用
車
に
防
犯

啓
発
用
ス
テ
ッ
カ
ー

子
ど
も
１
１
０
番
バ
ス

子
ど
も
１
１
０
番
の
家

よよ
りり
多多
くく
のの
市市
民民
のの
目目
でで

子子
どど
もも
たた
ちち
をを
見見
守守
ろろ
うう

No.７２７

「「声声かかけけ」」ななどど不不審審者者情情報報多多数数

子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどもももももももももものののののののののの安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全をををををををををを守守守守守守守守守守るるるるるるるるるるたたたたたたたたたためめめめめめめめめめにににににににににに
社社会会全全体体がが一一体体ととななっってて取取りり組組むむ

市
内
で
も
、
平
成
１５
年
度
以

降
年
間
１
０
０
件
を
超
え
る
不

審
者
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
徳
島
市
青
少
年
育
成
補
導

セ
ン
タ
ー
の
集
計
で
は
、
平
成

１７
年
度
の
不
審
者
情
報
は
１２
月

末
現
在
で
１
１
０
件
、
内
訳
は

「
声
か
け
」
が
最
も
多
く
３７
件
、

そ
の
ほ
か
「
不
審
者
」
１８
件
、

「
接
触
」
１８
件
、
「
露
出
」
１３

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
件
数
は
、
学
校

を
通
し
て
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
実
質
は
こ
れ
を
上
回
る

事
案
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
市
内
で
は

大
事
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
に
対
す
る
「
声
か
け
」

な
ど
は
、
誘
拐
な
ど
重
大
な
事

件
の
前
兆
と
な
る
可
能
性
も
否

定
で
き
ず
、
十
分
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

徳
島
市
教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
、
警
察
、
市
、
関
係
機
関

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子

ど
も
の
安
全
を
守
る
と
い
う
共

通
の
目
的
の
も
と
、
一
体
と
な

っ
て
、
次
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

よ
り
正
確
な
不
審
者
情
報
の

把
握
に
努
め
、
学
校
や
警
察
と

情
報
を
共
有
化
し
、
集
ま
っ
た

情
報
を
市
内
の
保
育
所
、
幼
稚

園
、
児
童
館
、
小
・
中
・
高
校

や
関
係
機
関
な
ど
に
発
信
し
て

い
ま
す
。

警
察
や
学
校
な
ど
と
と
も
に

実
施
し
て
い
る
登
下
校
時
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
不
審
者
情
報
が
寄
せ
ら

れ
た
地
域
は
、
重
点
的
に
巡
回

し
て
い
ま
す
。

各
学
校
で
は
、
登
下
校
中
に

相
次
い
だ
事
件
を
受
け
て
、
再

度
通
学
路
の
安
全
点
検
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
「
安
全
マ
ッ

プ
」
の
作
成
ま
た
は
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
自
身
が
危
険
な

場
所
を
判
断
し
、
危
険
を
回
避

す
る
力
を
身
に
つ
け
る
う
え
で

も
大
切
な
も
の
で
、
保
護
者
と

と
も
に
通
学
路
を
歩
き
、
作
成

す
る
な
ど
学
校
ご
と
に
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
が
危
険
を
回
避
す

る
能
力
を
身
に
つ
け
る
安
全
教

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

警
察
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、

防
犯
教
室
の
実
施
や
不
審
者
等

か
ら
の
避
難
訓
練
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、
こ
れ

ら
を
繰
り
返
し
実
施
す
る
よ
う

計
画
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
防
犯
体
制
強
化
の
一

環
と
し
て
、
昨
年
８
月
、
市
立

小
中
学
校
に
「
さ
す
ま
た
」
を

配
布
し
ま
し
た
。

Ｕ
字
に
な
っ
た
先
端
と
長
い

柄
が
特
徴
の
「
さ
す
ま
た
」
は
、

距
離
を
保
ち
な
が
ら
、
相
手
の

動
き
を
止
め
る
用
具
で
す
。

昨
年
１０
月
末
か
ら
、
犯
罪
の

防
止
を
目
的
と
し
て
、
市
役
所

本
庁
舎
の
公
用
車
に
「
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
中
」
と
表
示
し
た
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
し
て
い
ま
す
。

徳
島
市
交
通
局
で
は
、
徳
島

県
警
察
の
協
力
要
請
を
受
け
、

昨
年
１０
月
か
ら
「
子
ど
も
１
１

０
番
バ
ス
」
の
運
行
を
開
始
し

ま
し
た
。

「
子
ど
も
１
１
０
番
」
と
書

か
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、

危
険
を
感
じ
た
子
ど
も
が
手
を

振
る
と
、
見
つ
け
た
バ
ス
が
保

護
し
、
警
察
に
通
報
し
ま
す
。

な
お
、
県
内
で
路
線
バ
ス
を

運
行
す
る
２２
事
業
者
が
こ
の
制

度
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

は
、
子
ど
も
た
ち
が
不
審
者
に

出
会
っ
た
と
き
に
、
助
け
を
求

め
る
地
域
の
民
家
や
商
店
な
ど

で
、
市
内
に
約
１
６
０
０
カ
所

の
登
録
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
▼
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
で
の
啓
発
▼
防
犯
ブ
ザ
ー
の

貸
し
出
し
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。

子
ど
も
の
安
全
を
脅
か
す
事
件
が
全
国
で
発
生
し
て
お
り
、昨

年
は
、広
島
県
、栃
木
県
で
非
常
に
痛
ま
し
い
事
件
が
相
次
い
で
起

こ
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
中
、徳
島
市
教
育
委
員
会
で
は
、警
察
や

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、不
審
者
情
報
の
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、登
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
、子
ど
も
が
危
機
を
予

測
す
る
力
や
危
機
か
ら
逃
れ
る
力
を
身
に
つ
け
る
安
全
教
育
の
推

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一一目目ででわわかかるる
黄黄色色いいジジャャンンパパーーをを着着てて

パパトトロローールル
加茂地区子どもを守る会

会長 宮崎 信樹さん

加茂地区では、小学生が車に乗
った不審者に追いかけられたこと
などをきっかけに、学校などの呼

びかけに応じて、２２団体が集まり、昨年１月、「子
どもを守る会」を発足させました。
会では、まず黄色のジャンパー６００着を作り、PTA

を始め、地域の老人会や婦人会の人たちが、朝の立
哨以外にも、買い物や散歩の時など、日々の生活の
中でも着用して、子どもたちを見守っています。
今では、黄色いジャンパーを見ると、子どもたち

が「おはよう」「ありがとう」と言ってくれるように
なりました。こうした言葉が、私たち大人の子ども
たちを守りたいという意識をより強めています。
今後は、各団体が行っている見回りを当番制にす

ることも検討しており、協力者を増やしながら、地
道に活動を広げていきたいと考えています。

徳
島
市
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
加
え
て
、

よ
り
多
く
の
大
人
の
目
で
子
ど

も
を
見
守
り
、
子
ど
も
を
巻
き

込
む
犯
罪
を
抑
止
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
、
学
校
と

地
域
の
よ
り
一
層
の
連
携
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け
や

接
触
な
ど
は
、
人
通
り
の
少
な

い
場
所
や
子
ど
も
が
一
人
に
な

る
瞬
間
を
狙
っ
て
行
わ
れ
て
お

り
、
現
在
、
各
地
域
で
、
実
情

に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

が
連
携
し
、
子
ど
も
の
登
下
校

時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
自
身

の
安
全
意
識
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
加
え
て
、
市

民
全
体
で
子
ど
も
の
安
全
を
意

識
す
る
こ
と
が
安
全
対
策
に
つ

な
が
り
ま
す
。

▼
子
ど
も
た
ち
の
異
変
に
気

づ
い
た
ら
声
を
か
け
る
▼
不
審

者
を
見
か
け
た
ら
す
ぐ
に
１
１

０
番
通
報
す
る
▼
防
犯
ブ
ザ
ー

の
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
外
で
何

か
変
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
か
確

認
す
る
―
な
ど
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
、
家

族
は
も
ち
ろ
ん
社
会
に
と
っ
て

も
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
で
安
心

し
て
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
み
ん
な
で
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

徳島東警察署管轄内の子ども１１０
番の家に貼られたステッカー

月１５日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）
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１2006 平成１７年１月１日現在
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（＋１５）
（＋８）
（＋７）
（＋８４）

人 口 ２６１，８７６人
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女 １３７，１３２人

世帯数 １０８，２３８世帯
面 積 １９１．３９�
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「
さ
よ
な
ら
」
と
声
を
か
け
あ
う
守
る

会
の
皆
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
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事
務
所
か
ら
で
た
古
紙

類
の
処
理
に
つ
い
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
ご
み
の
分
別
の
徹
底

第７２７号 平成１８年１月１５日 （２）

徳
島
市
で
は
、
商
店
、
飲
食

店
、
事
務
所
な
ど
の
事
業
活
動

に
よ
っ
て
出
た
生
ご
み
、
紙
ご

み
な
ど
の
一
般
廃
棄
物
（
以
下

「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
」）は
収

集
し
て
お
ら
ず
、
ご
み
許
可
業

者
に
収
集
依
頼
し
て
い
た
だ
く

か
、
事
業
所
自
ら
処
理
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の

う
ち
、
新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

コ
ピ
ー
用
紙
な
ど
の
紙
ご
み
は
、

資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

た
め
に
、
古
紙
業
者
で
の
処
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

古
紙
業
者
を
利
用
さ
れ
る
場

合
は
、
古
紙
業
者
（
下
表
）
へ

直
接
持
ち
込
む
か
、
徳
島
市
の

ご
み
許
可
業
者
か
古
紙
業
者

（
下
表
）
に
収
集
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
処
理
料
金
は
、
直

接
持
ち
込
む
場
合
は
無
料
で
す

が
、
収
集
を
依
頼
す
る
と
、
有

料
と
な
り
ま
す
。
金
額
な
ど
詳

細
は
処
理
業
者
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
機
密
文
書
を
処
理
す

る
場
合
は
、
機
密
文
書
の
処
理

が
可
能
な
業
者
（
下
表
）
で
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

処
理
料
金
は
持
ち
込
み
の
場

合
は
１
㎏
あ
た
り
２０
円
と
な
り

ま
す
が
、
収
集
を
依
頼
し
て
処

理
す
る
場
合
の
料
金
は
、
処
理

業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。な

お
、
バ
イ
ン
ダ
ー
、
金
属

な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い

も
の
が
入
っ
て
い
る
と
引
き
取

り
を
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
の
で
、

よ
く
確
認
し
て
か
ら
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

ご
み
は
、
い
ろ
い
ろ
な
製
品
の

原
料
と
し
て
利
用
で
き
る
貴
重

な
資
源
で
す
。
し
か
し
、
注
射

器
や
ラ
イ
タ
ー
、
カ
ミ
ソ
リ
、

割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
、
危

険
な
物
を
混
入
す
る
と
、
リ
サ

イ
ク
ル
や
ご
み
処
理
に
支
障
が

あ
る
だ
け
で
な
く
、
作
業
員
が

怪
我
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、
十
分
に
分
別
し
て
く
だ
さ

い
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
も

う
一
度
、
ご
み
の
分
別
・
出
し

方
を
確
認
し
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
ご
み
を
出
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

徳
島
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
お
り

ま
す
。
ご
み
を
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
、
事
業
所
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
市
民

の
ご
理
解
が
必
要
で
す
。
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

徳
島
市
で
は
、
平
成
１４
年

度
に
策
定
し
た
徳
島
市
環
境

基
本
計
画
を
、
よ
り
一
層
、

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
「
と
く
し
ま
市
民
環
境

懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
懇
談
会
で
は
、
計
画

に
基
づ
く
施
策
の
実
施
状
況

及
び
今
後
の
取
り
組
み
の
進

め
方
に
つ
い
て
、
市
民
、
事

業
者
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
す
。

是
非
と
も
あ
な
た
の
環
境

へ
の
取
り
組
み
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

﹇
対
象
﹈
市
内
に
在
住
・
在

勤
す
る
市
民
、
市
内
に
所
在

す
る
事
業
者

﹇
募
集
人
員
﹈
５
人
程
度

﹇
議
題
﹈
地
球
温
暖
化
防
止

に
つ
い
て

﹇
開
催
日
﹈
２
月
７
日
�

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈
参
加
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、「
私（
わ

が
社
）
が
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
に
行
う
こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
作
文
（
４
０
０

字
以
内
）、お
よ
び
次
の
事
項

を
記
載
し
、
１
月
２７
日
�
ま

で
に
、
郵
便
で
、
環
境
保
全

課
（
〒
７
７
０
―
８
５
７
１

幸
町
２
丁
目
５
）
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
市
民＝

住
所
、
名
前
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話

番
号
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

に
所
属
し
て
い
る
人
は
そ
の

団
体
名
。

▽
事
業
者＝

会
社
名
、
所

在
地
、
電
話
番
号
、
参
加
さ

れ
る
人
の
名
前
、
年
齢
、
性

別
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
環
境
保

全
課
�（
６
２
１
）５
２
１
４

ごご
みみ
をを
資資
源源
とと
しし
てて
活活
用用
すす
るる
たた
めめ
にに

ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
活
用
に
ご
協
力
を

〜〜
地地
球球
温温
暖暖
化化
防防
止止
をを
テテ
ーー
ママ
にに
〜〜

とととと
くくくく
しししし
まままま
市市市市
民民民民
環環環環
境境境境
懇懇懇懇
談談談談
会会会会
参参参参
加加加加
者者者者
募募募募
集集集集

バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
を
は
じ
め
と

す
る
、
高
齢
者
に

適
し
た
設
備
を
有

し
、
「
高
齢
者
向

け
優
良
賃
貸
住
宅

制
度
」
を
活
用
し

て
建
設
し
た
住
宅

の
第
１
号
が
完
成

し
ま
し
た
の
で
、

入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

「
高
齢
者
向
け

優
良
賃
貸
住
宅
制

度
」
と
は
、
高
齢
社
会
に
お
い

て
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
の
整
備
を
目
的
と
し
、

高
齢
者
に
配
慮
し
た
一
定
の
条

件
を
満
た
す
賃
貸
住
宅
を
、
民

間
で
建
設
す
る
場
合
に
補
助
金

を
交
付
す
る
制
度
で
、
徳
島
市

で
は
、
平
成
１６
年
７
月
１
日
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

﹇
建
物
の
所
在
地
﹈
徳
島
市
東

吉
野
町
二
丁
目
３１
番
地
の
２

﹇
募
集
戸
数
﹈
２８
戸

﹇
募
集
期
間
﹈
１
月
１５
日
�
〜

２５
日
�

﹇
対
象
﹈
ど
ち
ら
か
が
６０
歳
以

上
の
夫
婦
世
帯
、
ま
た
は
６０
歳

以
上
の
単
身
者
。

﹇
家
賃
﹈
所
得
に
応
じ
て
決
定

し
ま
す
。
な
お
、
所
得
が
一
定

額
以
下
の
世
帯
は
家
賃
減
額
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

﹇
申
し
込
み
先
﹈
電
話
で
、
伸

松
建
設
株
式
会
社
（
�
（
０
１

２
０
）
６
５
３
３
２
０
）
へ
。

「「高高齢齢者者向向けけ優優良良賃賃貸貸住住宅宅」」
入入 居居 者者 募募 集集

こ
れ
ま
で
障

害
基
礎
年
金
な

ど
を
受
給
で
き

な
か
っ
た
障
害

者
へ
の
福
祉
的

措
置
と
し
て
新

た
な
給
付
金
制

度
を
平
成
１７
年

４
月
１
日
か
ら

実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
申
請

さ
れ
て
い
な
い

人
は
手
続
き
を
。

﹇
対
象
﹈
次
の
①
②
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
�
〜
�
の
全
て

に
該
当
す
る
人
。

①
昭
和
６１
年
３
月
３１
日
以
前
に

被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
、
共

済
組
合
な
ど
）
の
加
入
者
の
配

偶
者
で
あ
っ
た
人
。

②
平
成
３
年
３
月
３１
日
以
前
に

学
生
又
は
生
徒
で
あ
っ
た
人

（
対
象
校
あ
り
）。

�
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
内
（
２０
歳
以

上
６０
歳
未
満
）
に
障
害
の
原
因

と
な
っ
た
疾
病
の
初
診
日
が
あ

る
。

�
現
在
、
障
害
基
礎
年
金
１
・

２
級
相
当
の
障
害
が
あ
る
。

�
障
害
を
事
由
と
し
た
年
金
を

受
給
し
て
い
な
い
。

﹇
支
給
額
﹈
１
級：

月
額
５
万

円
、
２
級：

４
万
円
。
申
請
の

翌
月
か
ら
支
給
。
た
だ
し
、
所

得
額
や
老
齢
年
金
な
ど
の
受
給

状
況
に
よ
っ
て
、
支
給
の
制
限

が
あ
り
ま
す
。

﹇
申
請
方
法
﹈保
険
年
金
課（
市

役
所
１
階
）
１０
番
窓
口
で
受
け

付
け
。
ま
ず
は
状
況
を
お
聞
き

し
た
上
で
必
要
書
類
を
お
渡
し

し
ま
す
。

特特特特特特別別別別別別障障障障障障害害害害害害給給給給給給付付付付付付金金金金金金制制制制制制度度度度度度をををををを
ごごごごごご存存存存存存じじじじじじでででででですすすすすすかかかかかか

シシ
ルル
ババ
ーー
人人
材材
セセ
ンン
タタ
ーー

講講
習習
会会
受受
講講
者者
募募
集集
しし
まま
すす

◆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

対
象
は
市
内
在
住
の
６０
〜
６５

歳
の
人
。
内
容
は
左
表
の
と
お

り
。

﹇
場
所
﹈
と
く
し
ま
植
物
園

﹇
定
員
﹈
３０
人
（
抽
選
）

﹇
受
講
料
﹈
無
料

◆
剪
定
講
座

対
象
は
お
お
む
ね
６０
歳
以
上

で
講
習
会
場
へ
自
分
で
通
え
る

人
。

﹇
日
時
﹈
２
月
１４
日
�
〜
１７
日

�
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
。

﹇
場
所
﹈
徳
島
市
立
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
川
内
町
沖
島
）
他

※
場
所
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、後

日
申
し
込
み
者
に
発
送
し
ま
す
。

﹇
定
員
﹈
２０
人
（
先
着
順
）

﹇
受
講
料
﹈
無
料

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈

い
ず
れ
も
１
月
２７
日
�
ま
で

に
、
電
話
で
徳
島
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー（
�（
６
５
３
）

６
３
０
３

受
け
付
け
時
間
は

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）
へ
。

◆山陰浜坂カニツアー かに会席のご昼食
１月２１日	・２９日�〈日帰り〉
１２，０００円（昼食付き）
◆花と温泉めぐりミステリーツアー
１月２２日�〈日帰り〉
８，８００円（昼食付き）
◆武田神社・甲府善光寺
リニア実験場観光と石和温泉
２月５日�～６日
〈１泊〉
２６，０００円（朝１・昼２・夕２食付き）
◆石切剣箭神社・住吉大社・西宮ゑべっさん
２月７日�〈日帰り〉
７，５００円（昼食付き）
◆四国こんぴら歌舞伎大芝居
４月７日�〈日帰り〉
２７，５００円（昼食・歌舞伎弁当付き）

問 市バス観光係（�６５２－２１３３）

［譲ります］（品名、使用年数、価格）
�ベッド（木製、畳敷き）、２０年、無償�
アルミはしご（５段）、４年、無償�エレ
クトーン（２台）、１５年・２０年、無償�か
なたらい、１０年、無償�犬のケージ（金
網）、半年、１，０００円
［譲ってください］
�車いす（２台）�ポータブルミシン▽
レコードプレーヤー

申 はがきに希望の品（１人１品目）・
住所・名前・電話番号を記入し、１月２０
日�までに消費生活センター（〒７７０－
０８３４ 元町１）へ。同２３日
に抽選し、
当選者に連絡します。
問 徳島市消費生活センター（�６２５－
２３２６ 火曜日・祝日は休み）

親親子子ふふれれああいいププララザザ市バス 旅への誘い不用品活用
【２月の行事】 �657‐0065

いずれも参加無料。※印は要申し込み。
★印は当日先着３０人

◆子育てセミナー
「親子動物教室」※
日時 ２月１日� １０：３０～１１：３０
場所 親子ふれあいプラザ（きりんルーム）
講師 とくしま動物園・齋藤 淳
定員 就学前の子どもとその保護者３０組

◆親子教室
対象：就学前の子どもとその保護者

内 容

種や挿木で育てる
その仕方と土

コンテナガーデン
その植物の選び方

植物の植え替えと
リフレッシュ

花を咲かせる剪定

時間はいずれも１３：００～１７：００

開催日

２月１３日


２月１４日�

２月２３日�

２月２４日�

内 容

絵本の読み聞かせ

節分
歯みがき指導
ひな人形づくり★

お誕生パーティー※
（２月生まれ）

子育てカウンセリング※
カウンセラー 和田厚子さん

開館時間は９：００～１８：００（日・祝は１６：００まで）月曜日は休館

日 時

毎日１０：３０～１１：００
１４：３０～１５：００

３日�１０：３０～１１：３０
１５日�１０：３０～１１：３０
１７日�１０：３０～１１：３０
２２日�
１０：３０～１１：３０

２５日	
１０：３０～１５：００

電話番号

６６４－６６６６

６３２－０３９０

６２２－２６６６

６３１－５６１３

■■■は機密文書の処理が可能な業者

所在地

徳島市東沖洲
２丁目３５番地

徳島市春日１
丁目４番５号

徳島市佐古一
番町１３番１５

徳島市南田宮
４丁目７－１０

業者名

フジゲン

ナルト紙料

�中野商店

新平和製紙�

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈生
活
環
境

課
�（
６
２
１
）５
２
０
２

プラスチック製容器包装の中に入っていた異物

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈保
険
年
金

課
�（
６
２
１
）５
１
６
１

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈徳
島
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�

（
６
５
３
）６
２
６
２
）

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈﹈住
宅
課

�（
６
２
１
）５
２
８
５

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申



◆フラワーアレンジメント教室（冬コース）

内 容

プリザープドコサージと髪飾り

ひな祭りアレンジメント

早春アレンジメント

［時間］１０：３０～１２：３０ ［講師］古賀好恵さん
［定員］２０人（抽選） ［参加費］６，０００円（３回分）

講習日

２月１５日�

３月１日�

３月１５日�

１回

２回

３回

時 間

各１８：３０
～
２０：３０

※１ 受講料は無料（テキスト代２，０００円必要）。
※２ 単独講習の場合はテキスト代５００円。

講習日

２／７�２／９�

２／１４�

２／１６�

２／２１�

２／２３�

内 容

企業におけるblog活用講座

オンラインショップの運営

ホームページアクセスUP講座

セキュリティ・ホームページ
上での個人情報保護講座

社内ネットワークの活用

（３） 平成１８年１月１５日 第７２７号

INFORMATION

募 集

食生活ダイエット相談
▽２月１日�＝コンピューターによる食
生活診断▽２月１５日�＝個別相談。いずれ
も１３：００～１７：００。保健センター（ふれあ
い健康館２階）栄養相談室で。１人１時間。
定員は各日先着４人。対象は４０歳以上の市
民。両日でも１日だけでも可。また、３人
までのグループでも可。無料。
申 電話で保健センター（�６５６－０５３１）へ。

とくしま植物園講習会
とくしま植物園緑の相談所（渋野町入
道）で。対象は、市内在住または在勤の人。

申 往復はがきに、教室名・住所・名前・
年齢・電話番号・返信あて名を記入し、１
月３１日�（必着）までに、とくしま植物園
緑の相談所（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５
－１ �６３６－３１３１）へ。

市民病院臨時視能訓練士
市民病院に、平成１８年４月１日から勤務
する臨時視能訓練士を募集。採用人数は１
人。応募資格は、視能訓練士免許を持つ５０
歳以下の人。
申 電話で、市民病院管理課（�６２２－５１２１）へ。

ガラス工芸体験観光
２月５日�徳島ガラススタジオ（勝占町
中須）で。▽吹きガラス体験＝９：３０～１１：
４５。対象は高校生以上。参加費２，５００円。１月
２０日�１０：００～電話受け付け。先着６人。
▽サンドブラスト体験＝１３：００～１７：００。参
加費１，０００～１，５００円。当日受け付け（１５：００
まで）。

申 徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）へ。

第２回商工業従事者の
ためのパソコン講習会
ニューメディア徳島（福島１丁目８ 市
立木工会館１階）で開催。対象は市内の商
工業従事者（市民で市外の商工業従事者も
含む）。定員は１０人（抽選）。５コース受講が
原則。ただし定員に満たない場合、単独講
習も可。

申 ２月１日�（必着）までに、住所・名
前・年齢・勤務先・電話番号・ファクス番
号を、ファクス（無い場合ははがき）で商
工労政課（〒７７０－８５７１ �６２１－５１９６ �
６２１－５２２５）へ。

新春ふれあい寄席
２月１１日�１３：００～１５：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階ホールで。落語家・笑
福亭学光さんによる落語など。定員は２００
人（抽選）。参加は無料。
申 はがきに、住所・名前・電話番号を記
入し、１月２９日�（必着）までに、ふれあ
い健康館ボランティア係（〒７７０－８０５３
沖浜東２－１６ �６５７－０１９０）へ。

催 し

第２６回市障害者福祉展
２月４日	１０：００～１７：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階きっかけ空間で。障
害のある人の作品の展示・即売のほか、茶
席、手話コーラスなど。参加は無料。
問 福祉課（�６２１－５１７７ �６２１－５３００）

第４７回徳島市高齢者大学
１月２０日�１０：００～。ふれあい健康館（沖浜
東２）１階ホールで。演題は「いつまでも こ
ころとからだ 健やかに～音楽と言葉で刺
激しよう～」。講師は日本抗加齢医学会評議
員・板東浩さん。対象は高齢者。参加は無料。
問 ながいき課（�６２１－５１７６）

ガラス工芸ミニワークショップ
１月２２日�１３：３０～１６：３０。シビックセ
ンター３階ロビーで。サンドブラストで、
バレンタインにちなんだガラスのハート型
小物入れを作成。対象は小学生以上。参加
は無料（材料費１個８００円）。
問 徳島市文化振興公社（�６２６－０４０８）

徳島ファミリー・サポート・センター
入会説明会および講習会
１月２６日�９：３０～１５：３０。幸町会館（幸
町３）３０２会議室で。センターの活動につ
いての説明会と講習会を実施。参加は無料。
問 徳島ファミリー・サポート・センター
（�６１１－１５５１）、商工労政課（�６２１－５２２５）

大学教授に学ぶ市民講座
１月２８日	１４：００～１６：００。シビックセ
ンター４階ホールで。テーマは「南海地震
に備えて～私たちが今やるべきこと～」。講
師は徳島大学大学院教授・村上仁士さん。
定員は１５０人程度。参加は無料。
問 徳島市文化振興公社（�６２６－０４０８）

お 知 ら せ

医師による無料健康相談
ふれあい健康館（沖浜東２）１階きっか
け空間で。徳島地域産業保健センターとの
共催。▽休日健康相談・メンタルヘルス健
康相談＝１月１５日�１３：００～１５：００▽夜間
健康相談＝１月２０日�１９：００～２１：００
問 生涯福祉センター（�６５７－０１９０）

建設工事などの登録申請を受け付け
対象は、県内に主たる営業所（本社）が
ある①建設工事業者②建設コンサルタント
業者③用地取得に係る業務を行う人（司法

書士、土地家屋調査士、不動産鑑定士およ
び補償コンサルタント業者）で、競争入札
に参加希望の人。受け付けは持参のみで郵
送は不可。有効期間は６月１日～平成１９年
５月３１日（ただし②③については、追加登
録年のため既登録者は申請の必要なし）。
申 ２月１日�～１４日�に、監理課（市役
所５階 �６２１－５３２６）へ。

麻しんおよび風しんの
予防接種が変わります
予防接種法施行令等の一部改正により、
平成１８年４月１日から、麻しんおよび風し
んの単独ワクチンによる生後９０ヵ月未満ま
での予防接種は廃止され、麻しん風しん混
合ワクチンによる予防接種となり、対象年
齢も生後２４ヵ月未満までに変更。
通知をお持ちで、まだ麻しんおよび風し
んの予防接種を受けていない人は、平成１８
年３月３１日までに委託医療機関で接種を。
問 保健センター（�６５６－０５３２）

特別弔慰金の請求を受け付け
第８回特別弔慰金（額面４０万円の国庫債
券）の請求を受け付け（請求期間は平成２０
年３月３１日まで）。対象は、徳島市に住民登
録をしている、戦没者等の死亡当時の遺族
で、平成１７年４月１日の時点で公務扶助料
または遺族年金などの受給権者がいない場
合に、次の順番による先順位の遺族一人。
１．戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔
慰金の受給権者、２．戦没者等の子、３．戦没者
等と生計関係のあった①父母②孫③祖父母
④兄弟姉妹（平成１７年４月１日の時点で婚
姻により姓がかわっている人、または遺族
以外の人と養子縁組をしている人は除く）、
４．前記３．以外の①父母②孫③祖父母④兄弟
姉妹、５．前記１．～４．以外の三親等内の親族
申 印鑑を持参して、福祉課（市役所１階
�６２１－５１７５）へ。

放送大学の４月入学生を募集
放送大学（国民の生涯学習機関としてテ
レビ・ラジオで授業を行う正規の大学）の
４月入学生を募集。募集期間は２月２８日�
（必着）まで。
問 放送大学徳島学習センター（�６０２－
０１５１）、社会教育課（�６２１－５４１７）

市市営営住住宅宅のの入入居居者者をを募募集集ししまますす保保育育士士・・幼幼稚稚園園教教員員のの臨臨時時職職員員採採用用試試験験
平成１８年度に雇用する臨時保育士と臨時幼稚園教員の採用試験を、２月１２日�に実

施します。
［申し込み］所定の用紙で１月２３日
～２月３日�に各担当課へ。郵送の場合は書留で（２
月３日当日消印有効）。なお、申込用紙は、市役所１階案内と各担当課にあります。郵便
で請求する場合は、封筒の表に「臨時保育士請求」または「臨時幼稚園教員請求」と朱
書し、返信用封筒（１２０円切手を貼った角形２号）を同封してください。

所得基準（公営住宅＝月額２００，０００円以下、改良住宅＝月額１３７，０００円以下、高
齢者・障害者世帯、小学校就学前の子どもがいる世帯は別基準）があります。家賃
は所得などにより決定します。
［申し込み］２月８日�・９日�、８：３０～１７：００、市役所４階４０１会議室で受付。入居申込
書、所得の証明書、住民票などが必要です。２月１３日
１０：００から同会議室で抽選。

【臨時保育士】
［会場］市役所１３階大会議室
［受験資格］都道府県知事に対して保育士
登録手続きを行った人か、平成１８年３月３１
日までに登録手続きができる人
［試験内容］小論文・面接
［問い合わせ先］保育課（�６２１－５１９５）

【臨時幼稚園教員】
［会場］中央公民館７階
［受験資格］昭和５１年４月２日～同６１年４月１
日生まれで、幼稚園教諭免許状を持つか、
平成１８年３月３１日までに取得見込みの人
［試験内容］小論文・面接
［問い合わせ先］学校教育課（�６２１－５４１３）

償償却却資資産産のの申申告告はは１１月月３３１１日日ままでで
下表に例示の事業用の償却資産は、土地や家屋同様、固定資産税の対象となりま

す。平成１８年１月１日現在で、市内に償却資産を持っている個人や法人は、１月３１
日�までに資産税課（市役所２階）へ必ず申告してください。また、申告書受け取
り後、申告内容を確認するために実施調査をすることがありますので、ご協力を。

［問い合わせ先］住宅課（�６２１－５２８６）。詳細は徳島市ホームページ（下記欄外）にも掲載［問い合わせ先］資産税課償却資産係（�６２１－５０７４）

家 賃（円）

１０，１００～１６，７００

７，３００～１２，２００

３４，１００～５６，４００

１６，７００～２７，６００

１２，６００～２０，９００

１３，８００～２２，８００

１１，１００～１８，０００

１２，１００～２０，１００

１３，４００～１６，３００

１３，４００～１６，３００

１３，６００～１６，５００

１３，６００～１６，５００

１６，６００～２０，２００

１２，４００～２０，５００

１６，０００～２６，６００

１８，４００～２２，４００

１４，１００～２３，４００

１９，２００～３１，８００

３，３００～５，６００

１３，２００～２１，８００

１０，６００～１７，６００

１４，３００～２３，７００

１２，２００～２０，３００

１２，２００～２０，３００

８，７００～１０，６００

■■■は単身可

間 取 り（畳）

６－４．５－３－K

６－４．５－３－K

７．６－６－５．１－L

８－６－D

６－６－６－D

６－６－６－L

６－４．５－３－D

６－４．５－３－D

６－６－４．５－K－８

６－６－４．５－K－８

６－６－４．５－K－８

６－６－４．５－K－８

６－６－６－D

６－４．５－４．５－D

６－６－６－D

６－６－６－D

６－６－４．５－D

６－４．５－K

６－６－K

６－６－４．５－D

６－４．５－４．５－K

６－４．５－４．５－K

６－４．５－３－K

６－４．５－３－K

６－６－D

階

４

２

６

３

２

２

１－２

１－２

１－２

１－２

１－２

１－２

１－２

１

３

１

４

１

１

４

４

１－２

１－２

１－２

３

建設年度

S４７

S４０

H８

S５８

S４６

S４６

S４８

S５０

S５０

S５０

S５１

S５１

S５５

S４５

S５０

S５２

S５４

H１１

S３９

S４５

S４０

S５５

S５０

S５０

S４６

所 在 地

新蔵町３丁目８１番地

末広四丁目９番１２－４

末広四丁目１０番１５－６０５

城東町二丁目４番２８－３０５

応神町東貞方字北野２９番地

応神町東貞方字北野２９番地

応神町吉成字七丁原１１４番地

不動東町４丁目１６０６番地の１

不動東町４丁目１５２０番地

不動東町４丁目１５２０番地

不動本町２丁目３７番地の２

不動本町２丁目９６６番地の１

不動東町４丁目７９２番地の１

北島田町３丁目６７番地の１

北島田町３丁目１３番地の２

北島田町３丁目１７番地の１

北島田町３丁目１４７番地

名東町３丁目４４９番地の２

名東町３丁目２０７番地

国府町芝原字野神６５番地の１

一宮町西丁１０２１番地の３

一宮町東丁２４５番地の１

国府町矢野２１４番地の６

国府町矢野２１４番地の６

中常三島町３丁目１４番地の１７

住 宅 名

新蔵１棟

末広１０棟

末広１５棟

住吉東１棟

応神１棟

応神２棟

応神第１

不動東

不動改良

不動改良

不動改良２

不動改良２

不動東４改良５

北島田２棟

北島田１６棟

北島田２５棟

北島田３６棟

名東３丁目５棟

久光

芝原１棟

一宮１棟

一宮東第２

一宮北

一宮北

常三島１棟

入居区分

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

改良

改良

改良

改良

改良

公営

公営

改良

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

改良

有 形 固 定 資 産 の 例
門、塀、橋、貯水池、独立煙突、広告塔、構内舗装、井戸給水タンク、高架水槽、その他土地に定着した
土木施設などで家屋と区別されるもの
ネオンサイン、スポットライト、発電機、アーケード（家屋として評価されるものを除く）など
金属加工機械、印刷機械、食品加工製造機械、冷暖房用機器、縫製機械、化学用機械、運搬設備（コン
ベア、クレーンなど）土木建設機械（ロードローラー、ブルドーザーなど）、原動機、その他物品の製
造加工に使用する機械および装置など
客船、貨物船、油そう船、漁船、砂利採取船など
飛行機、ヘリコプター、グライダーなど
構内運搬車（トロッコなど）、特殊自動車（フォークリフトなど）。ただし、自動車税および軽自動車
税の対象である自動車は除く
机、いす、音響機器、医療機器、ガス器具、OA機器、写真器具、計量器、店頭備品（レジスター、陳列ケ
ース、マネキン人形など）、金庫、遊技用備品、理美容のいすおよび器具、看板、貸衣装、各種自動販売
機など

種 類

構築物

建物附属設備

機械および装置

船舶
航空機

車両および運搬具

工具・器具および
備品

建
築
物

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。 〔ホームページ〕http : //www.city.tokushima.tokushima.jp/
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第７２７号 平成１８年１月１５日 （４）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

救
助
さ
れ
た
人
の
約
８
割
が
家

族
や
近
所
の
人
た
ち
に
よ
り
救

出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
こ
う
し

た
地
域
で
の
助
け
合
い
の
力
を

十
分
発
揮
す
る
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
の
体
制
づ
く
り
が
大
切
で

す
。
徳
島
市
消
防
局
で
は
、
町

内
会
や
自
治
会
単
位
で
の
自
主

防
災
組
織
の
結
成
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住

民
の
連
帯
感
に
基
づ
く
防
災
組

織
で
、
災
害
発
生
時
に

は
、
住
民
同
士
が
互
い

に
助
け
合
っ
て
防
災
活

動
を
行
う
も
の
で
す
。

徳
島
市
内
に
は
、
３

７
１
の
自
主
防
災
組
織
が
あ
り
、

約
３
万
６
０
０
０
世
帯
が
加
入

（
平
成
１７
年
１２
月
末
現
在
）
し

て
い
ま
す
。
未
結
成
地
区
の
皆

さ
ん
は
、
自
治
会
や
町
内
会
で

話
し
合
い
、
ぜ
ひ
自
主
防
災
組

織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市

消
防
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
消
防
局
で
は
、
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
、
お
よ
び
、

こ
の
前
後
の
期
間
に
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
防

災
訓
練
や
図
上
訓
練
、
外
国
人

を
対
象
と
し
た
防
火
・
防
災
研

修
、
地
域
防
災
無
線
に
よ
る
通

信
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
一
般
の
市
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
次
の
行
事
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ア

﹇
と
き
﹈
１
月
１９
日
�
〜
２１
日

�

９
時
〜
１７
時

﹇
と
こ
ろ
﹈
ふ
れ
あ
い
健
康
館

（
沖
浜
東
２
）
１
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ロ
ビ
ー

﹇
内
容
﹈
防
災
グ
ッ
ズ
や
写
真

パ
ネ
ル
の
展
示

◆
市
民
防
災
研
修
会

﹇
と
き
﹈
１
月
２９
日
�
１０
時
〜

１２
時

﹇
と
こ
ろ
﹈
徳
島
市
役
所
１３
階

大
会
議
室

﹇
内
容
﹈
講
演
「
あ
ら
た
め
て

思
う

防
災
の
大
切
さ
〜
台
風

・
大
雨
・
洪
水
〜
」

﹇
講
師
﹈
徳
島
地
方
気
象
台
台

長
・
大
奈
健
さ
ん

﹇
定
員
﹈
先
着
３
０
０
人

平
成
１６
年
１０
月
に
徳
島
市
を

襲
っ
た
台
風
２３
号
に
よ
る
被
害

者
支
援
で
は
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
に
開
設
し
た
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、

延
べ
１
４
５
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
、
被
災
世
帯
の

家
具
の
運
び
出
し
な
ど
の
復
旧

支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
体
験
な
ど
か
ら
、

翌
１７
年
１
月
に
は
徳
島
市
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
徳

島
の
風
」
が
発
足
。
市
消
防
局

や
自
主
防
災
組
織
な
ど
と
も
共

働
で
、
今
後
発
生
が
予
測
さ
れ

て
い
る
南
海
・
東
南
海
地
震
に

も
対
処
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
て
お
り
、
随
時
、
メ
ン

バ
ー
登
録
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

１５
日
〜
２１
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

多
く
の
尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を
一
瞬
の
う
ち
に
奪
っ
た
阪
神

・
淡
路
大
震
災
か
ら
、
ま
も
な
く
１１
年
。
わ
た
し
た
ち
は
こ
の
震

災
で
、
自
ら
の
命
を
守
る
こ
と
や
住
民
同
士
の
助
け
合
い
の
大
切

さ
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
の
大
き
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

１
月
１５
日
〜
２１
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
で
す
。
大

切
な
命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
で
き
る
助
け
合
い
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

か
つ
て
藍
商
人
の
住
ま
い

で
あ
っ
た
民
家
を
活
用
し
、

「
大
き
な
エ
プ
ロ

ン
」
と
名
付
け
て

墨
痕
鮮
や
か
な
木

の
看
板
を
掲
げ
、

地
域
の
憩
い
の
場

づ
く
り
を
目
指
す

主
婦
た
ち
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、

昨
年
１１
月
、
佐
古

地
区
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
同
会
の
代
表

・
手
川
ヒ
ロ
コ
さ
ん
ほ
か
８

人
で
、
当
面
の
主
な
活
動
は

毎
週
火
曜
日
に
行
う
手
作
り

弁
当
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

弁
当
は
予
約
制
で
１
食
４
５

０
円
。
配
食
当
日
は
朝
か
ら
メ

ン
バ
ー
が
大
き
な
エ
プ
ロ
ン
の

台
所
に
集
合
し
、
野
菜
を
切
っ

た
り
、
魚
を
焼
い
た
り
。
取
材

に
伺
っ
た
日
も
午
後
５
時
の
配

達
時
間
に
向
け
、
各
メ
ン
バ
ー

が
４０
食
分
の
弁
当
の
調
理
に
、

盛
り
つ
け
に
、
と
忙
し
く
立
ち

働
き
、
約
８
畳
の
台
所
は
調
理

が
進
む
に
つ
れ
て
煮
炊
き
す
る

お
い
し
い
に
お
い
で
満
た
さ
れ

ま
し
た
。

手
川
さ
ん
は
「
佐
古
は
高
齢

者
の
一
人
住
ま
い
が
多
く
、
皆

さ
ん
日
々
の
献
立
な
ど
に
苦
労

を
し
て
い
る
。
将
来
の
自
分
の

姿
を
見
る
よ
う
で
も
あ
り
、
大

切
な
食
の
問
題
を
み
ん
な
で
ど

う
に
か
出
来
な
い
か
と
、
こ
れ

ま
で
病
院
へ
の
付
き
添
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
し
て
い
た
仲

間
と
一
緒
に
約
２
年
前
か
ら
弁

当
の
試
作
・
試
食
を
重
ね
、
昨

年
、
前
に
踏
み
出
し
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
全
員
無
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、

長
期
継
続
の
た
め
に
は
、
１
年

後
に
は
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

制
を
目
指
し
、
配
食
以
外
に
も

集
ま
っ
て
の
食
事
会
や
趣
味
の

会
合
を
開
く
な
ど
、
老
若
男
女
、

障
害
の
有
無
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、

誰
も
が
気
軽
に
集
っ
て
楽
し
く

遊
べ
、
手
助
け
し
合
え

る
よ
う
な
多
機
能
型
の

場
に
す
る
の
が
目
標
と

か
。同

会
で

は
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
の
関
わ
り

を
上
手
に
生
か
し
、
運

営
方
法
な
ど
も
状
況
に

合
わ
せ
て
柔
軟
に
考
え

な
が
ら
「
昔
の
人
情
味

あ
る
雰
囲
気
を
地
域
に

取
り
戻
す
、
と
い
う
理

想
を
ぜ
ひ
現
実
に
引
き

寄
せ
た
い
」
と
言
い
、
賛
同

者
の
参
加
は
大
歓
迎
だ
そ
う

で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
大
き
な

エ
プ
ロ
ン
�
（
６
２
４
）
０

７
８
６

市市市市市市
民民民民民民
のののののの
認認認認認認
識識識識識識
とととととと
ボボボボボボ
ララララララ
ンンンンンン
テテテテテテ
ィィィィィィ
アアアアアア
精精精精精精
神神神神神神
でででででで

自自自自自自自自
然然然然然然然然
災災災災災災災災
害害害害害害害害
にににににににに
強強強強強強強強
いいいいいいいい
まままままままま
ちちちちちちちち
づづづづづづづづ
くくくくくくくく
りりりりりりりり

大きなエプロン

とと
くく
しし
まま

主
婦
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
配
食
サ
ー
ビ
ス

８６

花花花花花花
とととととと
緑緑緑緑緑緑
のののののの
まままままま
ちちちちちち
づづづづづづ
くくくくくく
りりりりりり

花花花花花花
苗苗苗苗苗苗
なななななな
どどどどどど
助助助助助助
成成成成成成
しししししし
まままままま
すすすすすす

徳
島
市
で
は
、
花
と
緑
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
、
町
内
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
、

公
共
用
地
な
ど
市
内
の
公
開
性

の
高
い
場
所
（
一
般
住
宅
を
除

く
）
に
花
苗
な
ど
を
植
栽
す
る

場
合
、
年
間
５
万
円
を
限
度
に
、

花
苗
な
ど
を
現
物
支
給
し
て
い

ま
す
。

本
年
度
も
次
の
と
お
り
、
花

苗
な
ど
の
助
成
の
た
め
の
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

﹇
助
成
対
象
﹈
花
苗
・
苗
木
・

種
子
・
球
根
・
プ
ラ
ン
タ
ー
な

ど
。
た
だ
し
、
一
定
以
上
の
植

栽
面
積
・
本
数
が
必
要
で
す
。

※
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は

直
接
、
公
園
緑
地
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
申
請
方
法
な
ど
﹈
位
置
図
、

詳
細
図
、
土
地
管
理
者
の
承
諾

書
、
団
体
の
会
則
、
会
員
名
簿

な
ど
を
添
え
て
直
接
、
徳
島
市

役
所
４
階
・
公
園
緑
地
課
（
〒

７
７
０
―
８
５
７
１

幸
町
２

丁
目
５
）
へ
。

▲お弁当づくりをする「大きなエプロン」の皆さん

ススススススタタタタタタンンンンンンププププププララララララリリリリリリーーーーーーでででででで郷郷郷郷郷郷土土土土土土料料料料料料理理理理理理をををををを味味味味味味わわわわわわおおおおおおうううううう！！！！！！阿阿波波
おおどどりり
会会館館

■新春弾き初め会

［とき］１月２２日�１３：３０～１６：００
［ところ］徳島城博物館和室
［出演］藤本玲箏曲スタジオの皆さ
んほか
■「講座生が書く万葉集」展
徳島城博物館で開催している

「書の講座」の受講生の作品展。
［とき］１月２４日�～２９日�
［ところ］徳島城博物館和室

■節分豆まき

［とき］２月１日�１０：００～１１：００
［ところ］徳島城博物館和室および
旧徳島城表御殿庭園
※豆および升は参加者持参
◆「新成人記念射会」の参加者募集
２月１１日�午後１時から、当館・旧
徳島城表御殿庭園で実施する「徳
島城射初め演武」での「新成人記念
射会」の参加者を次のとおり募集
します。
［参加資格］平成１８年現在満２０歳あ
るいは同年中に満２０歳になる新成

人で、弓道経験者または日弓連有
段者。
※男女とも和服着用し、弓具は各
自持参。
［申し込み］１月２０日�までに、名前
・生年月日・住所・電話番号・取得段
位・経験年数を書いて、郵送または
ファクスで徳島城博物館へ。

※いずれの催しも参加費は無
料ですが、入館料は必要です。
徳島城博物館
〒７７０－０８５１徳島町城内１－８
�６５６－２５２５、�６５６－２４６６

徳島城博物館

初初初初初初春春春春春春かかかかかかららららららのののののの催催催催催催ししししししななななななどどどどどどそそそそそそばばばばばば米米米米米米雑雑雑雑雑雑炊炊炊炊炊炊をををををを食食食食食食べべべべべべててててててみみみみみみなななななな～～～～～～いいいいいい
スタンプカードを手に阿波おどり会館から眉山山頂や
徳島城博物館までの市内散策をし、３カ所以上で押印すれ
ば郷土料理が試食できます。
［期間］１月２０日�～２月２０日	
［対象］期間中、阿波おどり会館でセット入場券（ミュージ
アム・昼間のおどり公演・ロープウェイ）を購入した人。
［スタンプの設置場所］阿波おどり会館、眉山ロープウェ
イ山頂駅など９カ所

［選択できる郷土料理（試食場所）］
◆そば米雑炊（眉山山頂「レストハウス眉山」）
◆祖谷そば（阿波おどり会館５階「阿波の華」）
◆焼きもち（阿波おどり会館１階「あるでよ徳島」）
（試食時間は、１０：００～１７：００）
※このほか徳島城博物館への入館（ただし月曜日は休館）、くじ引きによ
る特産品のプレゼントなどの特典もあります。また、７カ所以上押印された
人は、ペア宿泊券が当たるＷチャンスに応募できます。
［問い合わせ先］阿波おどり会館�６１１－１６１１、
（ＵＲＬ）http : //www.awaodori-kaikan.jp

▲市の助成による花苗で彩られた一宮町内の
花壇と、手入れをする地域の皆さん

▲

倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
の
救
出
方

法
な
ど
を
学
ぶ
地
域
の
皆
さ
ん

（
昨
年
）

き

き

い

い
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